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フィーカハーモニカケトル（笛あり／ホー ロ ー製）
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フィ ーカJ\ー モニカケトル取扱説明書
◇この商品は、こ家庭で湯沸かしのためにこ使用いただくものです。
◇この取扱説明書をよくお読みの上こ使用ください。（読んだあとは大切に保管してください。）
◇この商品は右記の加熱器具でこ使用いただけます。、-
■初めて使用する前に、ハンドルやツマミにぐらつきやひび割れなどの不具合がないことを四確認ください。
■本体に貼付されたシール・下げ札・ラベルなどをはすしてください。

※フタに貼付の「ストー ブ禁止」ラベル（右図参照）は、はがさすにこ使用ください。
●初めて使用するときは内部をよく洗ってください。

＊食器用中性洗剤とスポンジで洗い、十分にすすいでください。
■初めて沸かした湯は捨ててください。
■品質管理には万全の注意を払っておりますが万ー製品に不具合があった場合は、こ使用前に購入店または、お問い合わせ先にこ連絡ください。

ヽ
1. 本体 2. 底
3注ぎ口 4フタ／パッキン
5. ツマミ 6. ハンドル
7. ハンドル取り付け部
8笛部
（イラストと製品とは異なる場合が
ありますが、こ了承ください。）
＊笛およびフタのパッキンは交換可能です。
＊空だきなどにより笛部に不具合が生じた場合に有償にて修理を承ります。一

8-,ヽ

6

........ 2 

口冒憂］やIH シゴヒータ- /\〇ゲ汎：ーター ガスJンD

最高水位（目安）
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■この笛吹きケトルは沸とう時の蒸気圧で笛を鳴らすために、フタの開閉をきつめに設定してあります。
■笛部とフタを確実に閉めてこ使用ください。

＊湯を沸かす前に笛部分を2-3回パタパタと開閉して、笛部の水をよく切り、フタを確実に閉めてこ使用ください。
＊極端に弱い火力では笛が嗚らない場合があります。
＊水量が多いと笛鳴り不良の原因になります。
＊上記の操作をしても笛が鳴らない場合は購入店やお問い合わせ先にこ連絡ください。

■フタを無理な力で閉めないでください。
＊パッキンが破損する原因になります。フタが閉めにくい場合はパッキンを水にぬらすと閉めやすくなります。

●湯沸かし中に水蒸気の結露により笛部から水滴がたれることがあります。
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湯沸かし時 注ぐ時
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■湯沸かし以外の目的に使用しないでくたさい。

＊けがなどの原因になります。
■熱湯と蒸気にこ注意ください。

＊やけどの原因になります。
■乳幼児の手の届くところには置かないでください。また、いたすらには十分に注意してください。

＊やけどの原因になります。
■湯を沸かすときはハンドルを立ててこ使用ください。

＊倒して使用するとやけどやハンドルの故障の原因になります。
■フタをはすした状態で使用しないでください。

＊ハンドルの過熱によりやけどの原因になります。湯沸かしの際は必すフタを閉めてこ使用ください。
■水量と火力を調整してこ使用ください。

＊水量が多いと熱湯のふき出しによるやけどやガスの火を消す原因になります。
＊中火以下でこ使用ください。
＊火力が強いと沸とうの際に湯がふきこぽれてやけどの原因になります。（火力によっては最高水位以下であっても

ふきこぼれる場合があります。）また、過剰な蒸気圧によりフタが開く場合がありますのでこ注意ください。
＊コンロの中央に置いて炎が底面からはみ出さない程度に火力を調整してください。炎が底面からはみ出したままで使用すると、

ハンドルの過熱によりやけどや故障の原因になります。
コンロにてこ使用の場合は隣接1

■万ーのふきこぽれに備えて、注ぎ口の向きにこ注意ください。
＊人の方に向けないでください。やけどの原因になります。
＊天ぷら鍋などの高温の油の方に向けないでください。熱湯のふき出しにより油に引火し、やけどや火災の原因になります。

■笛部は熱くなっていますので開閉の際は蒸気と水滴（熱湯）の飛散にこ注窓ください。
＊やけどの原因になります。

■笛部やフタの隙間などから発生する蒸気にこ注意ください。
＊やけどの原因になります。 蒸気

■注ぐときにフタが落ちないようこ注意ください。 熱湯飛散
＊やけどの原因になります。 やけど注意！

火力を控えめに
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▽裏面も続けてお読みください

口
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W210XH297mm (A4両面） 1色印刷 ロ
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